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1

ようこそ

このガイドでは、BEA AquaLogic Interaction Collaboration (「Collaboration」) のインス

トール、アップグレードおよび基本設定を行うために必要な手順について説明します。

このガイドの使用方法

このガイドは、Collaboration の管理者および開発者が使用することを目的としています。

またこのガイドは、経験豊富な Collaboration のインストール担当者のためのクイック リ
ファレンスとなるように構成されていますが、初めてインストールする方にとっても詳細
な手順書として使用できます。

対象読者

このガイドは、読者がプラットフォームのオペレーティング システム、データベース、

ウェブ サーバー、アプリケーション サーバー、および Collaboration のインストールに必

要なその他のサードパーティ ソフトウェアの知識を習得していることを前提としていま

す。
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構成

この章では、このガイドの使い方について説明し、Collaboration コンポーネントのイ

ンストール、導入、アップグレード、および管理の参考になるこの他のリソースを紹
介します。

第 2 章、「インストール要件」では、ハードウェアおよびソフトウェアの要件、その他

のサードパーティ ソフトウェアの要件について説明します。インストールやアップグ

レードを行う前には、必ずこの章に目を通して要件が満たされるようにしてください。

第 3 章、「クイックスタートの概要」では、Collaboration のインストール手順および

アップグレード手順のハイレベルな概要を説明します。経験豊富な Collaboration 管理

者が Collaboration のインストールおよびアップグレードをすばやく行えるように、詳

細な内容も記載しています。また、クロス リファレンスによって他の章に記載された

詳細な手順を参照できます。

第 4 章、「インストール」では、Collaboration のインストールおよび設定の手順を詳細

に説明します。

第 5 章、「アップグレード」では、Collaboration  4.2 のアップグレード手順を詳細に説

明します。

記述方法

このガイドでは、下記の記述方法を使用します。

表 1-1  記述方法

項目 記述方法 例

ファイル名

フォルダ名

画面要素

太字 • Procedures.doc をポータルにアップロードしま

す。

• General フォルダを開きます。

• 変更内容を保存するには、[ 変更を適用 ] をク

リックします。

入力するテキスト コンピュー
タ フォント

• コミュニティの名前に Marketing と入力しま

す。
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BEA のドキュメントおよびリソース

この節では、BEA が提供しているドキュメントとリソースについて説明します。

入力する変数 コンピュー
タ フォン

ト、斜め体

• ポートレット サーバーのベース URL を入力し

てください。
例 : http://my_computer/

ポータル オブジェク

ト名の例

斜め体 • 図 5 のナレッジ ディレクトリの例は、Human 
Resources フォルダです。

表 1-1  記述方法

項目 記述方法 例

表 1-2  BEA のドキュメントおよびリソース

リソース名 説明

管理者用ガイド Collaboration を管理および保守するための方法を説明するガイドです。

リリース パッケージおよび edocs.beasys.co.jp/e-docs から電子形式 (PDF) 
で入手できます。

リリース ノート Collaboration 管理者用のファイルです。当該リリースでの新機能や確認

済みの問題に関する情報を提供するものです。

edocs.beasys.co.jp/e-docs/ から電子形式 (HTML) で入手できます。

開発者用ガイド、記
事、API 関連ドキュ

メント、ブログ、
ニュースグループ、
およびサンプル コー

ド 

これらの開発者用リソースは、BEA dev2dev サイト 
(www.beasys.co.jp/dev2dev/) から入手できます。AquaLogic User 
Interaction を使用してカスタム アプリケーションを構築する方法や、

AquaLogic User Interaction 製品およびその機能をカスタマイズする方法

について説明しています。

導入ガイド ビジネス アナリストやシステム管理者向けのドキュメントです。BEA 
AquaLogic User Interaction の導入計画の策定方法について説明していま

す。

edocs.beasys.co.jp/e-docs/ から電子形式 (PDF) で入手できます。 

edocs.beasys.co.jp/e-docs
edocs.beasys.co.jp/e-docs
www.beasys.co.jp/dev2dev/
edocs.beasys.co.jp/e-docs/
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オンライン ヘルプ オンライン ヘルプは、Collaboration のすべてのレベルのユーザーが利用

できます。ポータルのユーザー インタフェースの説明およびポータルで

作業を行うための詳細手順が含まれています。

オンライン ヘルプにアクセスするには、ポートレットまたはポータル バ
ナーの右上端にある [ Help] をクリックしてください。

AquaLogic User 
Interaction Support 
Center 

AquaLogic User Interaction Support Center は、AquaLogic User Interaction 
製品に関する技術情報の総合的なリポジトリです。Support Center では、

製品やドキュメントへのアクセス、ナレッジ ベースの記事の検索、最新

のニュースや情報の参照、サポート コミュニティへの参加、トレーニン

グの受講、AquaLogic User Interaction 関連のニーズに適合するツールの

入手を行うことができます。Support Center 内には以下のコミュニティが

用意されています。

Technical Support Center

サポート問題や機能要求の提出および追跡、ナレッジ ベースの検索、ド

キュメントの入手、サービス パックおよびホット フィックスのダウン

ロード等を行うことができます。

News & Events

News & Events Center は、導入の展開に関する情報を提供します。Super 
User Group ページでは、他の開発者と情報交換したり、最新のミーティ

ング内容を表示したりできます。

Product Center

製品のダウンロード、リリース ノートの参照、最新の製品ドキュメント

の入手、インターオペラビリティに関する情報の入手などが可能です。

Education Center

トレーニング コースに関する情報の入手、トレーニング クレジットの購

入、受講するための登録を行うことができます。

次のサイトにログインしても Support Center が表示されない場合は、ア

クセス権を得るために support-alui.jp@bea.com にお問い合わせください。

http://portal.plumtree.com

表 1-2  BEA のドキュメントおよびリソース

リソース名 説明

mailto:support-alui.jp@bea.com
http://portal.plumtree.com
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www.beasys.co.jp/dev
2dev/

開発者用のツールやドキュメントをダウンロードしたり、開発プロジェ
クトに対してサポートを得たり、BEA の dev2dev ニュースグループを通

じて他の開発者と連絡を取ることができます。

Technical Support 上記のリソースを使用しても問題を解決できない場合は、BEA 技術サ

ポートにお問い合わせください。弊社のスタッフが、24 時間 365 日体制

でお客様の技術サポート ニーズに対応致します。 

電子メール : support-alui.jp@bea.com

電話番号 : 

米国およびカナダ +1 415.263.1696 または +1 866.262.PLUM (7586)

アジア太平洋地域 +61 2.9931.7822
ヨーロッパと英国 +44 (0)1628 589124

フランス +33 1.46.91.86.79

シンガポール +65 6832.7747

表 1-2  BEA のドキュメントおよびリソース

リソース名 説明

mailto:support-alui.jp@bea.com
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2

インストール要件

次の基本手順に従って、導入に備えてネットワークおよびホスト コンピュータを準備しま

す。

1. 導入の進め方に影響をもたらす可能性のある、互換性の問題、既知の問題、および回
避策に関する情報について、製品のリリース ノートを参照します。リリース ノート

は、製品パッケージのトップレベル ディレクトリにあります。

2. Collaboration インストール ワークシート ドキュメント 
(Collaboration_Installation_Worksheet.pdf) の設定用ワークシートを印刷します。

3. この導入で割り当てた値を特定し、それらの値を Collaboration インストール ワーク

シート ドキュメントに記録します。

4. 導入に備えてホスト コンピュータをプロビジョニングして、必要なソフトウェアをイ

ンストールします。詳細については、2-2 ページの「ハードウェアおよびソフトウェア

の要件」を参照してください。
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ハードウェアおよびソフトウェアの要件

以下の表に、Collaboration に必要なソフトウェア要件を示します。導入規模に基づく推奨

構成については、『Deployment Guide for BEA AquaLogic User Interaction』を参照してくだ

さい。

警告 : IPv6 はサポートされていません。この製品をインストールする前に、IPv6 が無効

になっていることを確認してください。

表 2-1  ハードウェアおよびソフトウェアの要件

コンポーネント 要件

Collaboration ホスト コ
ンピュータ

• Microsoft Windows 2000 SP4、Microsoft Windows 2003 
SP1

• x86 搭載の Red Hat Enterprise Linux 4.0 Update 3 (ES & 
AS)

• x86 搭載の SUSE Enterprise Linux 9

• POWER3、POWER4、POWER5 搭載の AIX 5.3

• SPARC 搭載の Solaris 8、9、10

データベース サーバー 
ホスト コンピュータ

• (Windows のみ ) Microsoft SQL Server 2000 SP3a、
Microsoft SQL Server 2005

• Oracle 9i (9.2.0.4) デフォルト、または Oracle RAC 設定

• Oracle 10g (10.1.0.3 または 10.2.0.x) デフォルト、または 
Oracle RAC 設定

注意 : Oracle を 10.1.x から 10.2.x にアップグレードする場

合または SQL Server を 2000 から 2005 にアップグ

レードする場合は、それらのアップグレードを 
Collaboration をアップグレードする前に行うこと。

ポータル • BEA AquaLogic Interaction 6.1
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ブラウザ • Microsoft Internet Explorer バージョン 5.5 および 6.x

• Netscape 7.2、Netscape 8

• Safari 1.3 (Mac - Simple Mode のみ )、Safari 2.0 (Mac - 
Simple Mode のみ )

• Firefox 1.0、Firefox 1.5

グループウェア サー

バー

• Microsoft Exchange 2000 SP3 以上

• Microsoft Exchange 2003

• Lotus Notes 5.0.11

MS Exchange の統合に必

要なソフトウェア

• Microsoft.NET

• Microsoft Web Services Enhancement

Microsoft Project • Microsoft Project 2000

• Microsoft Project 2003

表 2-1  ハードウェアおよびソフトウェアの要件

コンポーネント 要件
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3

クイックスタートの概要

この章では、Collaboration のインストールおよびアップグレードに関する高度な手順を簡

単に説明します。またこの章は、インストールおよびアップグレードの手順を経験豊富な
開発者の方にすぐさま理解していただくことを目的としています。

この章は、主に以下の 2 つの節から構成されています。

インストール。この節では、Collaboration コンポーネントのインストール、データ

ベースのスクリプトの実行、インストールの開始および検証について説明します。こ
の節の構成は、第 4 章「インストール」の手順にそのまま対応しています。

アップグレード。この節では、Collaboration のバージョンを最新バージョンにアップ

グレードする方法について説明します。この節の構成は、第 5 章「アップグレード」

の手順にそのまま対応しています。

インストール

Collaboration をインストールする前に、Search Service、Image Service、ドキュメント リポ

ジトリ サービス、API サービス、Automation Service、および ALI Logging Utilities を含め

て、ポータルが正常に稼動していることを確認してください。AquaLogic Interaction のイ

ンストールおよび設定に関する詳細については、以下を参照してください。

『Installation and Upgrade Guide for BEA AquaLogic Interaction (Windows)』

『Installation and Upgrade Guide for BEA AquaLogic Interaction (UNIX and Linux)』
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Collaboration データベースの作成

この節では、Collaboration データベースの作成について説明します。データベースのプ

ラットフォームに応じた手順を実行してください。このタスクの実行に関する詳細につい
ては、4-3 ページの「Collaboration データベースの作成」を参照してください。

注意 : UNIX/Linux 用の Collaboration でのみ、Oracle がサポートされます。

Collaboration データベース (SQL Server) の作成

これらの手順を実行する前に、SQL サーバー ポータル データベースが正常に稼動してい

ることを確認してください。これらの手順を実行するには、ポータル データベースに対す

るデータベース管理者の権限が必要になります。

注意 : Collaboration データベースとポータル データベースは、同じベンダ、同じバー

ジョンのものである必要があり、同じ物理マシンに導入する必要があります。

1. SQL Server Service Manager が実行されていることを確認します。

2. 次のいずれかの操作を実行します。

– (SQL Server 2000) SQL Server Enterprise Manager を開きます。

– (SQL Server 2005) SQL Server Management Studio を開きます。

3. Collaboration データベースを作成します。

4. SQL Server 認証を使用して、Collaboration データベース用のログイン ID およびパス

ワードを追加します。

5. Collaboration データベースに対するアクセス権および所有権を現在のユーザーに設定

します。

6. Enterprise Manager を閉じます。

Collaboration データベース (Oracle) の作成

Collaboration をインストールする前に、Oracle ポータル データベースが正しくインス

トールおよび設定されていることを確認してください。 
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注意 : Collaboration データベースとポータル データベースは、同じベンダ、同じバー

ジョンのものである必要があり、同じ物理マシンに導入する必要があります。

Collaboration は独自の Oracle データベースを使用しません。代わりに、Collaboration 
のスキーマが、ポータルのスキーマを含む既存の Oracle データベースに追加されます。

Collaboration のインストールを進める前に、Oracle の初期化ファイル内の 
open_cursors パラメータが、1000 より大きい値に設定されていることを確認してく

ださい。このパラメータは、ポータル データベースの設定時に正しく設定されている

必要があります。

Microsoft Exchange 統合への準備 (Windows 
のみ )
Collaboration を Microsoft Exchange と統合する場合、以下を実行する必要があります。

1. Exchange Remote API インストーラを実行する前に、IIS サーバーが稼動していること

を確認してください。IIS の設定については、B-1 ページの「IIS の設定および確認」を

参照してください。

2. Microsoft .NET 1.1 Framework をインストールします。

これは、Microsoft のウェブ サイト (http://www.microsoft.com/) からダウンロードする

必要があります。

3. Microsoft Web Services Enhancement 2.0 をインストールします。

これは、Microsoft のウェブ サイト (http://www.microsoft.com/) からダウンロードする

必要があります。

.NET Framework および Web Services Enhancement は、Collaboration 用のグループウェア

統合製品を実行する同じマシン上にインストールする必要があります。

インストーラの実行

このタスクの実行に関する詳細については、4-5 ページの「インストーラの実行」を参照

してください。
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Collaboration をインストールするには、インストーラを実行するマシンに対する管理権限

が必要になります。さらに、ポータル データベースの管理者権限を持つ必要があります。

Collaboration をインストールするには、次の手順に従います。

1. 以下を実行して、Collaboration のインストーラを起動します。

– (Windows) インストール ファイル (ALICollaboration_v4-2.exe) を見つけてダブル

クリックします。

– (UNIX/Linux) 次のコマンドラインを入力して、インストーラを見つけます。

cd <installer_file_path>

./ALICollaboration_v4-2

2. (Windows のみ ) コンピュータを再起動します。

ポータル データベースおよび Collaboration 
データベースのスクリプトの実行

Collaboration インストーラがインストールを完了した後、ポータル データベースおよび 
Collaboration データベースのスクリプトを実行する必要があります。データベースのプ

ラットフォームに応じた手順を実行してください。このタスクの実行に関する詳細につい
ては、4-16 ページの「ポータル データベースおよび Collaboration データベースのスクリ

プトの実行」を参照してください。

MS SQL サーバーの設定 (Windows のみ )
この節では、Collaboration データベースのスキーマの作成方法と設定方法、および 
Collaboration のポータル データベースのスキーマの設定方法について説明します。このタ

スクの実行に関する詳細については、4-16 ページの「MS SQL Server の設定 (Windows の
み )」を参照してください。 
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以下の表に、このタスクの実行に使用するスクリプトを示します。

スクリプトは以下のディレクトリに格納されています。

<PT_Home>\ptcollab\4.2\sql\6.1\MSSQLServer 

デフォルトでは、PT_HOME ディレクトリは C:\bea\alui です。ただし、Collaboration 4.2 に
アップグレードした場合、PT_HOME の場所は以前インストールしたバージョンの Collaboration と
同じ場所になります。

Collaboration データベースのスキーマを設定するためのスクリプトを実行するには、SQL 
Server に接続して Collaboration データベース ユーザーとしてログインします。

Collaboration データベース上でスクリプトを実行します。

ポータル データベースのスキーマを設定するためのスクリプトを実行するには、ポータル 
データベース ユーザーとしてポータル データベースに接続します。ポータル データベー

ス上でスクリプトを実行します。

Oracle の設定

この節では、Collaboration データベースのスキーマの作成方法と設定方法、および 
Collaboration のポータル データベースのスキーマの設定方法について説明します。このタ

スクの実行に関する詳細については、4-18 ページの「Oracle の設定」を参照してくださ

い。

表 3-1  Collaboration の SQL Server データベースのスキーマを作成および設定するためのスク

リプト

スクリプトの機能 名前 データベース /ID

Collaboration データ

ベースのスキーマの
設定

collaboration-server-create-tables.sql
collaboration-server-data.sql
collaboration-server-portal-role-grant.sql

Collaboration データベース /
Collaboration データベース 
ID

ポータル データベー

スのスキーマの設定

portal-collaboration-server-role-grant.sql
portal-collaboration-server-data.sql

ポータル データベース /
ポータル データベース ユー

ザー ID
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以下の表に、このタスクの実行に使用するスクリプトを示します。

注意 : ローカル マシン上でスクリプトを実行する場合、@<Oracle_SID> というコマンド

ラインを含める必要はありませんが、環境変数が設定されていることを確認する
必要があります。

インストール後の手順の実行

これらのタスクの実行に関する詳細については、4-21 ページの「インストール後の手順の

実行」を参照してください。

この節では、ポータル データベースおよび Collaboration データベースのスクリプトを実行

した後に行う必要のある手順について説明します。実行する手順の順序は、以下のとおり
です。

1. Collaboration 移行パッケージのインポート

2. オプションの Collaboration 機能の設定

3. Notification Service の開始

4. Collaboration の起動

5. Collaboration ロギングの設定

表 3-2  Collaboration の Oracle データベースのスキーマを作成および設定するためのスクリプト

スクリプトの機能 名前 データベース /ID

Collaboration データ

ベースのスキーマの
作成

collaboration-server-create-table-space.sql
collaboration-server-create-user.sql

Collaboration データベース /
Collaboration データベース ID

Collaboration データ

ベースのスキーマの
設定

collaboration-server-create-tables.sql
collaboration-server-data.sql
collaboration-server-portal-role-grant.sql

Collaboration データベース /
Collaboration データベース ID

ポータル データベー

スのスキーマの設定

portal-collaboration-server-role-grant.sql
portal-collaboration-server-data.sql

ポータル データベース /
ポータル データベース ユー

ザー ID
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Collaboration 移行パッケージのインポート

この節では、Collaboration 移行パッケージのインポート方法について説明します。オペ

レーティング システムに応じた手順を実行します。

移行パッケージのインポート (Windows)

Windows に移行パッケージをインポートするには、ポータルにログオンし、マイグレー

ション ウイザードを使用して Collaboration 移行パッケージをインポートします。移行パッ

ケージのファイル名は、Collaboration6.pte です。

移行パッケージのインポート (UNIX/Linux)

UNIX/Linux に移行パッケージをインポートするには、ポータルにログオンして、以下に

ある Collaboration6.pte ファイルをインポートします。

<PT_HOME>/ptcollab/4.2/serverpackages/6.1 

オプションの Collaboration 機能の設定

次のオプション機能については、追加設定およびインストーラの実行後の設定が必要で
す。

パーソナル プロジェクト

Bulk Upload ( 一括アップロード )

グループウェアの統合

ナレッジ ディレクトリへの発行

これらの機能の設定については、『Administrator Guide for BEA AquaLogic Interaction 
Collaboration』を参照してください。

Notification Service の開始

この節では、Notification Service の開始方法について説明します。オペレーティング シス

テムに応じた手順を実行してください。このタスクの実行に関する詳細については、
4-24 ページの「Notification Service の開始」を参照してください。
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Notification Service の開始 (Windows の場合 )

Windows で Notification Service を開始するには、BEA ALI Notification Service を見つけて

開始します。

Notification Service の開始 (UNIX/Linux の場合 )

UNIX/Linux で Notification Service を開始するには、最初にポータル管理者としてログイ

ンし、以下のディレクトリにある起動スクリプトにアクセスする必要があります。

/opt/bea/alui/ptnotification/4.2/bin/ptnotificationserverd.sh 

Collaboration の起動

この節では、Windows および UNIX/Linux で Collaboration を起動する方法について説明し

ます。

Collaboration の起動方法 (Windows の場合 )

Windows で Collaboration を起動するには、次の手順に従います。

1. インストーラを実行した後に、Collaboration がインストールされているコンピュータ

を再起動していない場合、そのコンピュータを再起動します。

2. BEA ALI Collaboration という Windows サービスを開始します。

3. [Collaboration Diagnostics] ページにアクセスして分析することによって、Collaboration 
が正しく機能していることを確認します。

Collaboration の起動方法 (UNIX/Linux の場合 )

UNIX/Linux で Collaboration を起動するには、次の手順に従います。

1. start 引数を指定して ptcollaborationserverd.sh スクリプトを実行します。このスクリ

プトは /opt/bea/alui/ptcollab/4.2/bin ディレクトリにあります。

2. [Collaboration Diagnostics] ページにアクセスして分析することによって、Collaboration 
が正しく機能していることを確認します。
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Collaboration ロギングの設定

AquaLogic Interaction 6.x には、Collaboration ロギングを設定するオプションが用意されて

います。このオプションには、Logging Utilities の設定、Collaboration のメッセージを表示

する ALI Logging Spy の設定が含まれます。Collaboration ロギングの設定については、

『Administrator Guide for BEA AquaLogic Interaction Collaboration』を参照してください。

アップグレード

Collaboration のアップグレードに関する詳細については、5-1 ページの「アップグレード」

を参照してください。

注意 : Oracle を 10.1.x から 10.2.x にアップグレードする場合または SQL Server を 2000 か
ら 2005 にアップグレードする場合は、それらのアップグレードを Collaboration を
アップグレードする前に行う必要があります。

アップグレード パス

以下の表に、現行バージョンの Collaboration にアップグレードするためのアップグレード 
パスを示します。

表 3-3  アップグレード パス

アップグレード パス 説明

4.1 SP2 から 4.2 この章で説明する手順を順番どおりに実行します。手順「ポータル 
データベースおよび Collaboration データベースのアップグレード」を

実行する際に、collaboration-server-4.1.2-to-4.2.0-upgrade.sql アップ

グレード スクリプトを実行します。

4.1 SP1 から 4.2 この章で説明する手順を順番どおりに実行します。手順「ポータル 
データベースおよび Collaboration データベースのアップグレード」を

実行する際に、次のスクリプトを順番どおりに実行します。

1. collaboration-server-4.1.1-to-4.1.2-upgrade.sql 

2. collaboration-server-4.1.2-to-4.2.0-upgrade.sql 



クイックスタートの概要

3-10 BEA AquaLogic Interaction Collaboration インストールおよびアップグレード ガイド

4.1 から 4.2 この章で説明する手順を順番どおりに実行します。手順「ポータル 
データベースおよび Collaboration データベースのアップグレード」を

実行する際に、次のスクリプトを順番どおりに実行します。

1. collaboration-server-4.1.1-to-4.1.2-upgrade.sql 

2. collaboration-server-4.1.2-to-4.2.0-upgrade.sql 

注意 : Collaboration 4.1 を 4.1 SP1 にアップグレードするためのアップ

グレード スクリプトを実行する必要はありません。このアッ

プグレードを実行する際は、Collaboration 4.1 SP1 を 4.1 SP2 に
アップグレードするためのスクリプトを実行します。 

4.0.2 から 4.2 この章で説明する手順を順番どおりに実行します。手順「ポータル 
データベースおよび Collaboration データベースのアップグレード」を

実行する際に、次のスクリプトを順番どおりに実行します。

1. collaboration-server-4-0-2-to-4-1-0-upgrade.sql 
2. collaboration-server-4.1.1-to-4.1.2-upgrade.sql 

3. collaboration-server-4.1.2-to-4.2.0-upgrade.sql

表 3-3  アップグレード パス

アップグレード パス 説明
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アップグレード時のインストーラの実行

このタスクの実行に関する詳細については、5-4 ページの「アップグレード時のインス

トーラの実行」を参照してください。

アップグレード時にインストーラを実行するには、次の手順に従います。

1. ポータル データベース、Collaboration データベース、およびドキュメント リポジトリ 
サービスをバックアップします。

2. BEA ALI Collaboration サービス、Notification Service、Search Service、および 
Automation Service を停止します。

3. 組み込みアプリケーション サーバーの作業ディレクトリをクリアします。

4. 古いバージョンの Collaboration ファイルをインストールしたディレクトリに、インス

トーラのファイルをコピーします。 

(Windows のみ )

3.x から 4.2

現在、Collaboration サーバー バージョン 3.x を使用している場合、最

初に Collaboration サーバー 4.0.2 にアップグレードする必要がありま

す。このアップグレード パスの詳細については、『Installation Guide for 
Plumtree Collaboration Server 4.0.2』を参照してください。

Collaboration サーバー 4.0.2 にアップグレードしたら、4.0.2 から 4.2 へ
のアップグレード パスで説明した手順に従って Collaboration をアップ

グレードします。

2.x から 4.2 現在、Collaboration サーバー バージョン 2.x を使用している場合、最

初に Collaboration サーバー 3.x にアップグレードする必要があります。

このアップグレード パスの詳細については、『プラムツリー コラボ

レーション サーバー 3.0 インストール ガイド』を参照してください。

Collaboration サーバー 3.x にアップグレードしたら、3.x から 4.2 への

アップグレード パスで説明した手順に従って Collaboration をアップグ

レードします。

注意 : UNIX/Linux ユーザー - Collaboration 3.x は Windows 版のみリ

リースされています。3.x のインストールは、Windows マシン

上で実行する必要があります。

表 3-3  アップグレード パス

アップグレード パス 説明
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5. 以前のバージョンの Collaboration をホストしているマシンで、インストーラを実行し、

次のコンポーネントを選択します。

– Collaboration

– Notification Service

6. ポータルの Image Service がインストールされているマシンで、Collaboration インス

トーラを実行します。Image Service Files コンポーネントを選択します。

7. Collaboration がインストールされているマシンを再起動します。

ポータル データベースおよび Collaboration 
データベースのアップグレード

この節では、ポータル データベースおよび Collaboration データベースのアップグレードに

ついて説明します。データベースのプラットフォームに応じた手順を実行してください。

注意 : ポータル データベースおよび Collaboration データベースの両方をアップグレード

する必要があります。また、両方のデータベースは同じコンピュータに共存させ
る必要があります。 

Oracle データベースのアップグレード

Collaboration ファイルがデフォルトの場所にインストールされている場合、Oracle のアッ

プグレード スクリプト ファイルは、Collaboration コンピュータに格納されています。 

Oracle データベースをアップグレードするには、次の手順に従います。

1. Collaboration データベースのアップグレード スクリプトを、デフォルトのインストー

ル場所からデータベースが導入されているコンピュータの Oracle フォルダまたはその

サブディレクトリにコピーします。スクリプトは以下のパスのいずれかに格納されて
います。

– <PT_HOME>\ptcollab\4.2\sql\6.1\Oracle\OracleNT9.2 

– <PT_HOME>\ptcollab\4.2\sql\6.1\Oracle\OracleNT10 

2. 最新の Oracle パッチがインストールされていることを確認してください。
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3. 実稼動環境をアップグレードする場合、ログ ファイルをアーカイブするようにデータ

ベースを設定してください。

4. 読み取りに関して一貫性を持つバックアップを得るために、データベースをシャット
ダウンする必要があります。

5. SQLPlus と、Collaboration データベース サーバーのスキーマ ユーザー ID およびパス

ワードを使用して、アップグレード パスに従ってアップグレード スクリプトを実行し

ます。

– collaboration-server-4.1.2-to-4.2.0-upgrade.sql

– collaboration-server-4.1.1-to-4.1.2-upgrade.sql 

– collaboration-server-4-0-2-to-4-1-0-upgrade.sql 

注意 : 複数のアップグレードを実行する場合、3-9 ページの「アップグレード パス」

に示した順番でアップグレード スクリプトを実行します。

6. collaboration-server-portal-role-grant.sql スクリプトを実行します。

7. SQLPlus と、ポータル データベース サーバーのスキーマ ユーザー ID およびパスワー

ドを入力して、次のスクリプトを実行します。

– portal-collaboration-server-data.sql 

– portal-collaboration-server-role-grant.sql 

– portal-collaboration-server-upgrade.sql 

SQL Server データベースのアップグレード (Windows 
のみ )
Collaboration ファイルがデフォルトの場所にインストールされている場合、MS SQL 
Server 2000 のアップグレード スクリプト ファイルは、Collaboration コンピュータに格納

されています。これらのスクリプトは以下のディレクトリに格納されています。

<PT_HOME>\ptcollab\4.2\sql\6.1\MSSQLServer 

SQL Server データベースをアップグレードするには、次の手順に従います。

1. クエリ アナライザを実行します。

2. SQL サーバーに接続し、Collaboration データベースのユーザー ID およびパスワード

を入力してログインします。



クイックスタートの概要

3-14 BEA AquaLogic Interaction Collaboration インストールおよびアップグレード ガイド

3. Collaboration データベースを選択します。

4. アップグレード パスに従ってアップグレード スクリプトを開き、実行します。

– collaboration-server-4.1.2-to-4.2.0-upgrade.sql

– collaboration-server-4.1.1-to-4.1.2-upgrade.sql 

– collaboration-server-4-0-2-to-4-1-0-upgrade.sql 

– collaboration-server-portal-role-grant.sql 

注意 : 複数のアップグレードを実行する場合、3-9 ページの「アップグレード パス」

に示した順番でアップグレード スクリプトを実行します。

5. SQL サーバーに接続し、ポータル データベースのユーザー ID およびパスワードを入

力してログインします。

6. ポータル データベースを選択します。

7. portal-collaboration-server-role-grant.sql を開き、実行します。 

8. portal-collaboration-server-data.sql を開き、実行します。 

9. portal-collaboration-server-upgrade.sql を開き、実行します。

10. クエリ アナライザを閉じます。

アップグレード後の手順

この節では、ポータル データベースおよび Collaboration データベースをアップグレードし

た後に行う必要のある追加手順について順番に説明します。

このタスクの実行に関する詳細については、5-7 ページの「アップグレード後の手順」を

参照してください。

1. 移行パッケージをインポートします。

2. ポータル ゲートウェイの値を手動で取得するように Collaboration を設定している場

合、使用されるウェブ サービス ID を変更する必要があります。Collaboration 管理の [
ポータル アクセス ] ページにある、通知ゲートウェイ エントリのウェブ サービス ID 
に設定する必要があります。

3. 必要に応じて、Collaboration に関する次の詳細機能を設定します。
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– パーソナル プロジェクト

– Bulk Upload ( 一括アップロード )

– グループウェアの統合

– ナレッジ ディレクトリへの発行

これらの機能の設定については、『Administrator Guide for BEA AquaLogic Interaction 
Collaboration』を参照してください。

4. ポータルを再起動します。

5. Notification Service を開始します。

6. Collaboration を起動します。

7. [Collaboration Diagnostics] ページにアクセスして分析することによって、Collaboration 
が正しく機能していることを確認します。

8. 検索コレクションを再作成します。
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4

インストール

この章では、Collaboration のインストール方法について説明します。以前のバージョンか

らアップグレードする場合は、まず、5-1 ページの「アップグレード」を参照してくださ

い。

Collaboration をインストールするには、次の手順に従います。

1. インストール要件を満たしていることを確認します。詳細については、2-1 ページの

「インストール要件」を参照してください。

2. (Windows のみ / オプション ) Microsoft Exchange 統合への準備を行います。詳細につ

いては、4-2 ページの「Microsoft Exchange 統合へのシステムの準備 (Windows のみ )」
を参照してください。

3. Collaboration アプリケーションをインストールします。詳細については、4-2 ページの

「Collaboration のインストール方法」を参照してください。

4. ポータルおよび Collaboration データベースのスクリプトを実行します。詳細について

は、4-16 ページの「ポータル データベースおよび Collaboration データベースのスクリ

プトの実行」を参照してください。

5. インストール後の手順を実行します。詳細については、4-21 ページの「インストール

後の手順の実行」を参照してください。
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Microsoft Exchange 統合へのシステムの

準備 (Windows のみ )

Collaboration を Microsoft Exchange と統合する場合、Exchange Remote API インストーラ

を実行する前にシステムの準備を行う必要があります。Exchange Remote API インストー

ラの実行に関する詳細については、A-1 ページの「Exchange Remote API のインストール」

を参照してください。

Microsoft Exchange 統合への準備

1. IIS を設定します。詳細については、B-1 ページの「IIS の設定および確認」を参照して

ください。

2. Microsoft .NET 1.1 Framework をインストールします。

これは、Microsoft のウェブ サイト (http://www.microsoft.com/) からダウンロードする

必要があります。

3. Microsoft Web Services Enhancement 2.0 をインストールします。

これは、Microsoft のウェブ サイト (http://www.microsoft.com/) からダウンロードする

必要があります。

.NET Framework および Web Services Enhancement は、Microsoft Exchange をホストする同

じマシン上にインストールする必要があります。

Collaboration のインストール方法

Collaboration をインストールする前に、Search Service、Image Service、ドキュメント リポ

ジトリ サービス、API サービス、Automation Service、および ALI Logging Utilities を含め

て、ポータルが正常に稼動していることを確認してください。AquaLogic Interaction のイ

ンストールおよび設定に関する詳細については、以下を参照してください。

『Installation and Upgrade Guide for BEA AquaLogic Interaction (Windows)』

『Installation and Upgrade Guide for BEA AquaLogic Interaction (UNIX and Linux)』 



Collaboration のインストール方法

BEA AquaLogic Interaction Collaboration インストールおよびアップグレード ガイド 4-3

Collaboration データベースの作成

この節では、Collaboration データベースの作成について説明します。データベースのプ

ラットフォームに応じた手順を実行してください。

注意 : UNIX/Linux 用の Collaboration でのみ、Oracle がサポートされます。

Collaboration データベース (SQL Server) の作成

これらの手順を実行する前に、SQL Server ポータル データベースが正常に稼動しているこ

とを確認してください。これらの手順を実行するには、ポータル データベースに対する

データベース管理者の権限が必要になります。

注意 : Collaboration データベースとポータル データベースは、同じベンダ、同じバー

ジョンのものである必要があり、同じ物理マシンに導入する必要があります。

1. SQL Server Service Manager が実行されていることを確認してください。

2. 次のいずれかの操作を実行します。

– (SQL Server 2000) SQL Server Enterprise Manager を開きます。

– (SQL Server 2005) SQL Server Management Studio を開きます。

3. Collaboration データベースを作成します。 

a. Collaboration データベースを作成するデータベース サーバーを選択します。 

b. データベースのフォルダを右クリックします。 

c. [ 新規データベース ] を選択します。 

d. データベース名を入力します。

Collaboration は、大文字と小文字が区別されたデータベース名に対応していませ

ん。

e. [OK] をクリックします。

4. Collaboration データベースのユーザーを作成します。

a. [ セキュリティ ] フォルダを開きます。

b. [ ログイン ] フォルダを右クリックし、[ 新規ログイン ] を選択します。
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c. 新規ユーザー用のユーザー ID を指定します。このユーザー ID は、Collaboration の
インストール時に指定するユーザー ID と同じです。

d. このダイアログボックスの [ 認証 ] エリアで、[SQL Server 認証 ] を選択し、パス

ワードを入力します。このパスワードは、Collaboration のインストール時に指定す

る必要があります。

e. [ 既定値 ] エリアで、作成された Collaboration データベースをデフォルトのデータ

ベースとして設定します。

5. 次のいずれかの操作を実行します。

– (SQL Server 2000) [ データベース アクセス ] タブをクリックします。このページ

では、Collaboration データベースに対するアクセス権および所有権を現在のユー

ザーに設定します。[ このログインがアクセスできるデータベースを指定します ] 
で、Collaboration データベースを選択します。[ データベース ロール < コラボレー

ション データベース >] ボックスで、[db_owner] ([public] は既に選択されていま

す ) を選択し、[OK] をクリックします。

– (SQL Server 2005) [User Mapping] ページにアクセスします。このページでは、

Collaboration データベースに対するアクセス権および所有権を現在のユーザーに設

定します。[Users mapped to this login] ページで、Collaboration データベースを選

択します。Collaboration データベースが Collaboration データベース ユーザーに

マップされていることを確認します。[Database role membership] ボックスで、

[db_owner] をチェックして ([public] は既にチェックされています ) を選択し、

[OK] をクリックします。

6. 次のいずれかの操作を実行します。

– (SQL Server 2000) Enterprise Manager を閉じます。

– (SQL Server 2005) SQL Server Management Studio を閉じます。

Collaboration データベース (Oracle) の作成

Collaboration をインストールする前に、Oracle ポータル データベースが正しくインス

トールおよび設定されていることを確認してください。 

注意 : Collaboration データベースとポータル データベースは、同じベンダ、同じバー

ジョンのものである必要があり、同じ物理マシンに導入する必要があります。

Collaboration は独自の Oracle データベースを使用しません。代わりに、Collaboration 
のスキーマが、ポータルのスキーマを含む既存の Oracle データベースに追加されます。
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Collaboration のインストールを進める前に、Oracle の初期化ファイル内の 
open_cursors パラメータが、1000 より大きい値に設定されていることを確認してく

ださい。このパラメータは、ポータル データベースの設定時に正しく設定されている

必要があります。

インストーラの実行

この節では、Collaboration のインストール方法について説明します。

注意 : 以前にインストーラを実行してプロパティ ファイルを作成した場合、ファイルの

値に基づいてサイレント モードでインストーラを実行できます。サイレント イン

ストールの実行については、C-1 ページの「サイレント プロパティ ファイル」を

参照してください。

Collaboration をインストールするには、インストーラを実行するマシンに対する管理権限

が必要になります。さらに、ポータル データベースの管理者権限を持つ必要があります。

Collaboration をインストールするには、次の手順に従います。

1. 以下を実行して、Collaboration インストーラを起動します。

– Windows: インストール ファイル (ALICollaboration_v4-2.exe) を見つけてダブルク

リックします。

– UNIX/Linux: 次のコマンドラインを入力して、インストーラを見つけます。

cd <installer_file_path>

./ALICollaboration_v4-2

2. 以下の表に示すインストール ウィザード ページを実行します。

表 4-1  Collaboration インストーラの画面

インストーラの画面 説明

Introduction インストーラに関する基本情報を表示します。インストールを開始する
には、[Next] をクリックします。

License Agreement Collaboration をインストールするには、ライセンス契約書を読み、承諾

する必要があります。ライセンス契約書を読み、適切なボタンを選択し
た後に、[Next] をクリックします。
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Choose
Components

インストールする Collaboration コンポーネントを選択することができま

す。設定によっては、各コンポーネントを個別のサーバーにインストー
ルすることができます。 

Collaboration のコンポーネントは、以下のとおりです。

• [Collaboration]: これは、中心となる Collaboration アプリケーショ

ンであり、必須です。

• [Notification]: このオプション コンポーネントは、Collaboration か
らの電子メールをエンドユーザーに送信します。Collaboration 内の

オブジェクトを購読することにより、そのオブジェクトが更新され
た際に、通知を受信することができます。 

注意 : 通知コンポーネントは、プロジェクトの電子メール機能および
グループウェアの統合機能を使用するユーザーに対しては必要
ありません。ただし、Notification Service が実行されていない場

合、プロジェクトの電子メール機能の有効性は低くなります。

• [Image Service Files]: この必須コンポーネントには、Collaboration 
に必要なイメージ、スタイル、ユーザー インタフェース コントロー

ル、Java アプレット、およびオンライン ヘルプがインストールされ

ます。 これらのファイルは、ポータルの Image Service がインストー

ルされている同じマシンにインストールします。

インストールするコンポーネントを選択した後、[Install] をクリックし

ます。

Installation Folder デフォルトのインストール フォルダは次のとおりです。

• C:\bea\alui (Windows)

• /opt/bea/alui (UNIX/Linux) 

必要な情報を入力するか、デフォルトをそのまま使用して、[Next] をク

リックします。

AquaLogic Interaction 
Collaboration - 
Application Port

http または https を選択して、ポート番号を入力します。

デフォルトのポート番号は 11930 です。

必要な情報を入力した後、[Next] をクリックします。

表 4-1  Collaboration インストーラの画面

インストーラの画面 説明
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Portal Settings:
Collaboration URL

[Collaboration URL]: ポータルおよび Notification Service が、

Collaboration と通信するために使用する URL。ポート番号およびパスを

含む完全修飾ドメイン名を指定する必要があります。

必要な情報を入力した後、[Next] をクリックします。

Portal Settings:
AquaLogic User 
Interaction Database

各オペレーティング システムに応じて、いずれかの手順を実行します。

Windows: Collaboration は、ポータル データベースに接続し、情報を取

得します。ポータル データベースおよび Collaboration データベースのベ

ンダを選択します。

UNIX/Linux: Collaboration は、次の情報を使用し、ポータル データベー

スとの接続を確立します。

• [AquaLogic User Interaction Database Host]: ポータル データベー

ス サーバーのホスト名。完全修飾ドメイン名を指定する必要があり

ます。

• [AquaLogic User Interaction Database Port]: 要求を処理するために

ポータル データベースが使用するポート。

• [AquaLogic User Interaction Database SID]: ポータル データベース

の Oracle サービス ID。

• [AquaLogic User Interaction Database Schema User]: ポータル ス
キーマおよびそのテーブルに対する所有権が付与されたユーザー 
ID。

必要な情報を入力した後、[Next] をクリックします。

表 4-1  Collaboration インストーラの画面

インストーラの画面 説明
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(Windows/SQL Server 
のみ )
Portal Settings:
AquaLogic User 
Interaction Database

Collaboration は、次の情報を使用し、ポータル データベースとの接続を

確立します。

• [AquaLogic User Interaction Database Host Computer]: ポータル 
データベース サーバーのホスト名。完全修飾ドメイン名を指定する

必要があります。

• [AquaLogic User Interaction Database Port]: 要求を処理するために

ポータル データベースが使用するポート。

• [AquaLogic User Interaction Database Name]: ポータル用に設定さ

れたデータベースの名前。

• [AquaLogic User Interaction Database Login]: ポータル データベー

スの所有者のユーザー名。

必要な情報を入力した後、[Next] をクリックします。

(Windows/Oracle のみ )
Portal Settings:
AquaLogic User 
Interaction Database

Collaboration は、次の情報を使用し、ポータル データベースとの接続を

確立します。

• [AquaLogic User Interaction Database Host]: ポータル データベー

ス サーバーのホスト名。完全修飾ドメイン名を指定する必要があり

ます。

• [AquaLogic User Interaction Database Port]: 要求を処理するために

ポータル データベースが使用するポート。

• [AquaLogic User Interaction Database SID]: ポータル データベース

の Windows サービス名。

• [AquaLogic User Interaction Database Schema User]: ポータル ス
キーマおよびそのテーブルに対する所有権が付与されたユーザー 
ID。

必要な情報を入力した後、[Next] をクリックします。

表 4-1  Collaboration インストーラの画面

インストーラの画面 説明
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Portal Settings: 
Authentication ID

ポータルと Collaboration との間の通信を保護するには、認証 ID および

パスワードを指定する必要があります。

• [Authentication ID]: ポータルは、Collaboration がインストールされ

ているマシンのリソースをアクセスするためにこの認証 ID を使用し

ます。

• [Authentication Password]: 認証パスワード。このフィールドは、空

白のままにすることができません。

必要な情報を入力した後、[Next] をクリックします。

Portal Settings:
Document
Repository Service

ドキュメント リポジトリ サービスは、Collaboration およびその他の 
AquaLogic Interaction 製品用のドキュメントのストレージおよび取得を

管理するポータル コンポーネントです。

• [Document Repository Service Host]: ドキュメント リポジトリ サー

ビスのホスト名。完全修飾ドメイン名を指定する必要があります。

• [Document Repository Service Port]: 要求を処理するためにドキュ

メント リポジトリ サービスが使用するポート。デフォルト ポート

は 8020 です。

必要な情報を入力した後、[Next] をクリックします。

Portal Settings:
Search 

Search Service は、ポータルおよび Collaboration に対して検索機能を提

供するポータル コンポーネントです。ポータルが使用する同じホスト名

およびポートを使用する必要があります。

• [Search Host Computer]: Search Service のホスト名。完全修飾ドメ

イン名を指定する必要があります。

• [Search Port]: 要求を処理するために Search Service が使用するポー

ト。デフォルト値は 15244 です。

必要な情報を入力した後、[Next] をクリックします。

表 4-1  Collaboration インストーラの画面

インストーラの画面 説明
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Image Service URL • [Image Service URL]: Image Service の URL ( この画面は、Image 
Service Files コンポーネントをインストールする場合にのみ表示され

ます )。ドメイン名、ポート番号およびパスを含む完全な URL を入

力する必要があります。

Notification Service は、この URL を使用して Image Service と通信しま

す。

必要な情報を入力した後、[Next] をクリックします。

Portal Settings: Image 
Service Directory

• [Image Service Directory]: Image Service のファイルがインストール

されるポータル サーバーのディレクトリ。

UNIX/Linux の場合の例 : /opt/bea/alui/ptimages
Windows の場合の例 : C:\bea\alui\ptimages

注意 : Image Service ディレクトリのセキュリティが Image Service ファ

イルのインストールを許可するように設定されていることを確認
して、[Next] をクリックします。

必要な情報を入力した後、[Next] をクリックします。

(UNIX/Linux のみ )
Collaboration: 
Database Connection

Collaboration データベースに関して次の設定情報を入力します。

• [Collaboration Schema User]: Collaboration のスキーマおよびその

テーブルの所有権が付与されたユーザー ID。

• [Collaboration Schema Password]: Collaboration データベースのス

キーマ ユーザーのパスワード。

必要な情報を入力した後、[Next] をクリックします。

(Windows/SQL Server 
のみ )
Collaboration: Database
Connection

Collaboration データベースに関して次の設定情報を入力します。

• [Collaboration Database Name]: Collaboration データベースのデー

タベース名。

• [Collaboration Database Login]: Collaboration データベースの所有

者 ID。

• [Collaboration Database Password]: Collaboration データベースのパ

スワード。

必要な情報を入力した後、[Next] をクリックします。

表 4-1  Collaboration インストーラの画面

インストーラの画面 説明
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(Windows/Oracle のみ )
Collaboration: Database
Connection

Collaboration データベースに関して次の設定情報を入力します。

• [Collaboration Schema User]: Collaboration のスキーマおよびその

テーブルの所有権が付与されたユーザー ID。

• [Collaboration Schema Password]: Collaboration データベースのス

キーマ ユーザーのパスワード。

必要な情報を入力した後、[Next] をクリックします。

表 4-1  Collaboration インストーラの画面

インストーラの画面 説明
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Collaboration: 
Advanced Features

この画面では、Collaboration に関する次の詳細機能をオプションでイン

ストールできます。

[Bulk Upload]: この機能は、同時に複数のファイルおよびフォルダを 
Collaboration にアップロードできるようにします。 

この機能は、クライアント コンピュータにインストールされた Java ラ
ンタイム環境を必要とする Java アプレットを使用します。この機能を使

用するには、クライアント ブラウザの特定のセキュリティを設定する必

要があります。Collaboration のインストール後に行う必要のあるクライ

アントの変更については、『Administrator Guide for BEA AquaLogic 
Interaction Collaboration』を参照してください。

[WebDAV Service]: ウェブベースのドキュメント作成およびバージョニ

ング (WebDAV) プロトコルは、ドキュメント管理を容易にする HTTP プ
ロトコルの拡張プロトコルです。 

WebEdit 機能およびウェブ フォルダのマップ機能を使用するには、

WebDAV をインストールする必要があります。これらの機能の詳細に

ついては、『Administrator Guide for BEA AquaLogic Interaction 
Collaboration』を参照してください。

[Microsoft Exchange Integration]:

(Windows のみ )

このオプションは、ユーザーが個人用の Collaboration カレンダーとユー

ザーの Microsoft Exchange カレンダーを同期してグループウェアの統合

機能を使用できるようにします。Microsoft Exchange を Collaboration と
統合するには、Exchange Remote API もインストールする必要がありま

す。詳細については、A-1 ページの「Exchange Remote API のインス

トール」を参照してください。

Collaboration インストーラは、config.xml でグループウェアの統合固有

の設定を行います。その場合、以下の条件が必要です。

• Microsoft Internet Information Server (IIS) が実行している

• Microsoft .NET Framework がインストールされている

• Microsoft Web Server Enhancement (WSE) がインストールされている

注意 : グループウェアの統合は、プロジェクトの電子メール機能を使
用するユーザーに対しては必要ありません。プロジェクトの電
子メール機能の詳細については、『Administrator Guide for BEA 
AquaLogic Interaction Collaboration』を参照してください。

表 4-1  Collaboration インストーラの画面

インストーラの画面 説明
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[Lotus Notes Integration]: このオプションは、ユーザーが個人用の 
Collaboration カレンダーとユーザーの Lotus Notes カレンダーを同期して

グループウェアの統合機能を使用できるようにします。Collaboration イ
ンストーラは、config.xml でグループウェアの統合固有の設定を行いま

す。

この機能をインストールした場合、Collaboration のインストール後にい

くつかの設定手順を実行する必要があります。詳細については、
『Administrator Guide for BEA AquaLogic Interaction Collaboration』を参

照してください。

[No Groupware Integration]: この時点でグループウェアの統合を設定し

ない場合は、このオプションを選択してください。後でグループウェア
の統合を設定する場合は、設定時に config.xml ファイルの設定を変更し

てグループウェアの統合ができるようにしてください。config.xml での

グループウェアの統合固有の設定については、『Administrator Guide for 
BEA AquaLogic Interaction Collaboration』を参照してください。

注意 : グループウェアの統合は、プロジェクトの電子メール機能を使
用するユーザーに対しては必要ありません。プロジェクトの電
子メール機能の詳細については、『Administrator Guide for BEA 
AquaLogic Interaction Collaboration』を参照してください。

インストールする機能を選択した後、[Next] をクリックします。

(Windows のみ )
Collaboration: Exchange 
Remote API URL

Exchange Remote API が、Collaboration と通信するために使用する 
URL。

デフォルト値は次のとおりです。

http://[machine]/GroupwareService/GroupwareService.asmx
必要な情報を入力するか、デフォルトをそのまま使用して、[Next] をク

リックします。

Notification:
Connection Settings

[Notification Host]: Notification Service のホスト名。

[Notification Port]: Notification Service が要求を受け付けるポート。デ

フォルト値は 9887 です。

必要な情報を入力した後、[Next] をクリックします。

表 4-1  Collaboration インストーラの画面

インストーラの画面 説明
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Notification: e-mail 
Server Settings

Notification Service を設定するには、次を入力します。

• [Mail Server Host]: サイト用のメール サーバーの場所。

• [Notification E-mail Address]: Collaboration の通知を送信するため

に使用する電子メール アドレス。

• [Notification E-mail Name]: 電子メール通知の「差出人」フィール

ドに表示される通知メールの送信元の名前。

注意 : ここで指定した電子メール アドレスは、送信されるすべて電子

メール通知のコピーを受信します。これらの通知を受信するた
めの電子メール アカウントを作成することをお勧めします。

• [SMTP Server supports e-mail relaying]: SMTP サーバーが電子メー

ルの転送をサポートしている場合は、このチェック ボックスを選択

します。

• [SMTP Domain List]: SMTP サーバーが転送をサポートしない場合

は、[SMTP Server supports e-mail relaying] チェック ボックスをオ

フにして、カンマで区切られたリストの有効な電子メール ドメイン

をリストします。

必要な情報を入力した後、[Next] をクリックします。

Collaboration: e-mail a 
Project

プロジェクトの電子メール送信を有効にするかどうかを指定します。こ
の機能を有効にする場合は、次を入力します。

• [e-mail Domain]: 電子メール メッセージの受信に使用する 
Collaboration の電子メール ドメイン。

• [e-mail Port]: 電子メール メッセージの受信に使用する Collaboration 
のポート。デフォルトのポート番号は 25 です。

必要な情報を入力した後、[Next] をクリックします。

注意 : プロジェクトの電子メール機能の設定手順については、
『Administrator Guide for BEA AquaLogic Interaction 
Collaboration』を参照してください。

表 4-1  Collaboration インストーラの画面

インストーラの画面 説明
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3. (Windows のみ ) コンピュータを再起動します。

Pre-Installation
Summary

この画面には、インストーラの各画面に入力したインストール情報の要
約が表示されます。この情報を確認し、入力した値に問題がない場合
は、[Install] をクリックします。

Install Complete この画面は、インストールが完了すると表示されます。インストール後
の手順を開始する前に、システムを再起動する必要があります。 

選択した後に、[Finish] をクリックします。

表 4-1  Collaboration インストーラの画面

インストーラの画面 説明
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ポータル データベースおよび 
Collaboration データベースのスクリプト

の実行

Collaboration インストーラがインストールを完了した後、ポータル データベースおよび 
Collaboration データベースのスクリプトを実行する必要があります。また、ポータル デー

タベースの管理者権限を持つ必要があります。データベースのプラットフォームに応じた
手順を実行してください。

MS SQL Server の設定 (Windows のみ )
この節では、Collaboration データベースのスキーマの作成方法と設定方法、および 
Collaboration のポータル データベースのスキーマの設定方法について説明します。MS 
SQL Server のバージョンに応じた手順を実行します。

以下の表に、このタスクの実行に使用するスクリプトを示します。

スクリプトは以下のディレクトリに格納されています。

<PT_Home>\ptcollab\4.2\sql\6.1\MSSQLServer 

表 4-2  Collaboration の SQL Server データベースのスキーマを作成および設定するためのスク

リプト

スクリプトの機能 名前 データベース /ID

Collaboration データ

ベースのスキーマの
設定

collaboration-server-create-tables.sql
collaboration-server-data.sql
collaboration-server-portal-role-grant.sql

Collaboration データベース /
Collaboration データベース ID

ポータル データベー

スのスキーマの設定

portal-collaboration-server-role-grant.sql
portal-collaboration-server-data.sql

ポータル データベース /
ポータル データベース ユー

ザー ID
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デフォルトでは、PT_HOME ディレクトリは C:\bea\alui です。ただし、Collaboration 4.2 に
アップグレードした場合、PT_HOME の場所は以前インストールしたバージョンの Collaboration と
同じ場所になります。

これらのスクリプトは、Collaboration データベース内に、Collaboration 固有のテーブルお

よび情報を作成します。また、Collaboration データベースの所有者に、ポータル データ

ベースの中の必要なテーブルへアクセスするための権限を付与します。

MS SQL Server 2000 の設定

MS SQL Server 2000 を設定するには、次の手順に従います。

1. クエリ アナライザを実行します。

2. SQL Server に接続し、Collaboration データベースのユーザーとして入力してログイン

します。

3. Collaboration データベースを選択します。

4. collaboration-server-create-tables.sql を開き、実行します。 

このスクリプトは、新しいテーブルを追加する前に、データベースからテーブルをド
ロップします。

5. collaboration-server-data.sql を開き、実行します。 

このスクリプトは、Collaboration データベースの設定情報を追加します。 

6. collaboration-server-portal-role-grant.sql を開き、実行します。 

このスクリプトは、ポータル データベース ユーザーに、Collaboration テーブルへの 
SELECT アクセス権限を付与します。

7. ポータル データベースのユーザーとして、ポータル データベースへ接続します。 

8. portal-collaboration-server-role-grant.sql を開き、実行します。 

このスクリプトは、Collaboration データベース ユーザーに、ポータル データベース 
テーブルへの SELECT アクセス権限を付与します。

9. portal-collaboration-server-data.sql を開き、実行します。 

このスクリプトは、ポータル データベースの設定情報を追加します。 

10. クエリ アナライザを閉じます。

11. ポータルを再起動します。
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MS SQL 2005 の設定

MS SQL Server 2005 を設定するには、次の手順に従います。

1. SQL Server Management Studio を実行します。

2. 次のファイルを開きます。

– collaboration-server-create-tables.sql 

– collaboration-server-data.sql 

– collaboration-server-portal-role-grant.sql 

– portal-collaboration-server-role-grant.sql 

– portal-collaboration-server-data.sql 

3. Collaboration データベースのユーザーとして、Collaboration データベースへ接続しま

す。

4. 開いたスクリプト ファイルを実行します。

Oracle の設定

この節では、Collaboration データベースのスキーマの作成方法と設定方法、および 
Collaboration のポータル データベースのスキーマの設定方法について説明します。以下の

表に、このタスクの実行に使用するスクリプトを示します。

表 4-3  Collaboration の Oracle データベースのスキーマを作成および設定するためのスクリプト

スクリプトの機能 名前 データベース /ID

Collaboration データ

ベースのスキーマの
作成

collaboration-server-create-table-space.sq
l
collaboration-server-create-user.sql

Collaboration データベース /
Collaboration データベース ID

Collaboration データ

ベースのスキーマの
設定

collaboration-server-create-tables.sql
collaboration-server-data.sql
collaboration-server-portal-role-grant.sql

Collaboration データベース /
Collaboration データベース ID

ポータル データベー

スのスキーマの設定

portal-collaboration-server-role-grant.sql
portal-collaboration-server-data.sql

ポータル データベース /
ポータル データベース ユー

ザー ID
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これらの SQL スクリプトは、Collaboration スキーマを作成し、特定のテーブルおよび情報

を追加します。また、Collaboration スキーマの所有者に、SELECT アクセス権限を付与し

ます。 

注意 : ローカル マシン上でスクリプトを実行する場合、@<Oracle_SID> というコマンド

ラインを含める必要はありませんが、環境変数が設定されていることを確認する
必要があります。

以下に、これらのスクリプトの実行手順を示します。

1. ポータル データベース サーバー上で以下を実行します。

– ディレクトリ %ORACLE_HOME%/ptcollabscripts を作成します。

– Collaboration データベースのスクリプトを、インストールされている場所から、こ

のフォルダにコピーします。

2. 必要なデータベースのパッチを更新します。

3. 実稼動環境でのインストールの場合、ログ ファイルをアーカイブするようにデータ

ベースを設定します。デフォルト設定を使用して、読み取りに関して一貫性を持つ
バックアップを得るために、Oracle データベースをシャットダウンする必要がありま

す。

4. 必要な場合は、collaboration-server-create-table-space.sql スクリプトを変更すること

により、COLLAB_TEMP および COLLAB_DATA テーブルスペースの名前と場所を

変更することができます。SCSI ハード ドライブは、複数用意することをお勧めしま

す。各テーブルスペースを個別のハード ドライブに格納します。

5. デフォルトでは、Collaboration のスキーマ ユーザー名は collab で、パスワードは 
collab です。スキーマ ユーザー名およびパスワードは、

collaboration-server-create-user.sql スクリプトを変更することにより変更することが

できます。 

6. sql*plus を使用して、collaboration-server-create-table-space.sql を実行します。この

スクリプトは、Collaboration スキーマのデフォルトのテーブルスペースを作成します。 

このスクリプトを実行するには、システム ユーザーとしてログインする必要がありま

す。以下のコマンドの中のパスワードを、正しいシステム パスワードで置き換えて実

行してください。

sqlplus system/<system_pwd>@<ORACLE_SID>
@collaboration-server-create-table-space.sql
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7. システム ユーザーとして、collaboration-server-create-user.sql を実行します。このス

クリプトは、Collaboration のインストール時に指定したユーザーおよびパスワードを

作成します。スクリプトは、再度パスワードを入力するためのプロンプトを表示しま
す。正しいパスワードを入力してください。 

sqlplus system/<system_pwd>@<ORACLE_SID>
@collaboration-server-create-user.sql

8. Collaboration テーブルを作成するために、Collaboration サーバー ユーザーとして、

collaboration-server-create-tables.sql を実行します。次のコマンドの中の Oracle ユー

ザー名およびパスワードを正しいユーザー名およびパスワードに置き換えてください。
これは、Collaboration のインストール時に指定したユーザー名およびパスワードです。

sqlplus <collab_user_name>/<user_pwd>@<ORACLE_SID> 
@collaboration-server-create-tables.sql

注意 : このスクリプトは、SQL エラーが発生するとすぐに停止します。この場合、問

題を解決してから、再度スクリプトを実行する必要があります。

9. Collaboration テーブルにデータを設定するために、Collaboration ユーザーとして、

collaboration-server-data.sql を実行します。次のコマンドの中の Oracle ユーザー名お

よびパスワードを正しいユーザー名およびパスワードに置き換えてください。これは、
Collaboration のインストール時に指定したユーザー名およびパスワードです。

sqlplus <collab_user_name>/<user_pwd>@<ORACLE_SID> 
@collaboration-server-data.sql

10. Collaboration ユーザーとして、collaboration-server-portal-role-grant.sql を実行しま

す。このスクリプトは、ポータル スキーマ ユーザーに、Collaboration のスキーマの必

要なテーブルへの SELECT アクセス権限を付与します。次のコマンドの中の Oracle 
ユーザー名およびパスワードを正しいユーザー名およびパスワードに置き換えてくだ
さい。これは、Collaboration サーバーのインストール時に指定したユーザー名および

パスワードです。このスクリプトは、その他の必要なパスワードを入力するようにプ
ロンプトします。

sqlplus <collab_user_name>/<user_pwd>@<ORACLE_SID> 
@collaboration-server-portal-role-grant.sql

11. ポータル ユーザーとして、portal-collaboration-server-role-grant.sql を実行します。

このスクリプトは、Collaboration スキーマ ユーザーに、ポータルのスキーマの必要な

テーブルへの SELECT アクセス権限を付与します。次のコマンドで、ポータル データ
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ベースのユーザー名およびパスワードを正しいユーザー名およびパスワードで置き換
えます。このスクリプトは、その他の必要なパスワードを入力するようにプロンプト
します。

sqlplus <portal_user_name>/<portal_pwd>@<ORACLE_SID> 
@portal-collaboration-server-role-grant.sql

12. ポータル ユーザーとして、portal-collaboration-server-data.sql を実行します。このス

クリプトは、ポータルから Collaboration のテーブルを参照するためのビューをポータ

ルのスキーマの中に作成します。次のコマンドで、ポータル データベースのユーザー

名およびパスワードを正しいユーザー名およびパスワードで置き換えます。

sqlplus <portal_user_name>/<portal_pwd>@<ORACLE_SID> 
@portal-collaboration-server-data.sql

13. ポータルを再起動します。

インストール後の手順の実行

この節では、ポータル データベースおよび Collaboration データベースのスクリプトを実行

した後に行う必要のある手順について説明します。実行する手順の順序は、以下のとおり
です。

1. Collaboration 移行パッケージのインポート

2. オプションの Collaboration 機能の設定

3. Notification Service の開始

4. Collaboration の起動

5. Collaboration ロギングの設定

Collaboration 移行パッケージのインポート

この節では、Collaboration 移行パッケージのインポート方法について説明します。オペ

レーティング システムに応じた手順を実行します。
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移行パッケージのインポート (Windows)

Windows で移行パッケージをインポートするには、次の手順に従います。

1. 管理権限を持つユーザーとして、ポータルにログオンします。

2. [ 管理 ] タブをクリックします。

3. [ ユーティリティの選択 ] ドロップダウン リストから [ 移行 - インポート ] を選択し、

デフォルトをそのまま使用します。

4. 移行パッケージ エリアで、[ ファイル パス ] に移動します。

5. [ 参照 ] をクリックして、.pte ファイル (Collaboration6.pte) を見つけます。

6. [Open] をクリックします。

7. [Load Package] をクリックします。

8. 以前のバージョンの Collaboration からのアップグレード中に、Collaboration が実行す

るポート番号を変更した場合は、[Overwrite Remote Servers] をチェックします。

9. [Finish] をクリックします。

10. インポートするかどうかを確認するポップアップ ダイアログボックスが表示されます。

[ はい ] をクリックします。

11. Collaboration フォルダが管理オブジェクト ディレクトリ内に表示されます。

12. その Collaboration フォルダをクリックして、次のオブジェクトが存在することを確認

します。

– コンテンツ ソース

– グループ

– ポートレット

– プロパティ

– リモート サーバー

– ウェブ サービス
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移行パッケージのインポート (UNIX/Linux)
UNIX/Linux で移行パッケージをインポートするには、次の手順に従います。

移行パッケージをインポートするには、次の手順に従います。

1. 管理権限を持つユーザーとして、ポータルにログオンします。

2. [ 管理 ] タブをクリックします。

3. [ ユーティリティの選択 ] ドロップダウン リストから [ 移行 - インポート ] を選択し、

デフォルトをそのまま使用します。

4. 移行パッケージ エリアで、[ ファイル パス ] に移動します。

5. [ 参照 ] をクリックして、次のディレクトリに存在する Collaboration6.pte を見つけま

す。

<PT_HOME>/ptcollab/4.2/serverpackages/6.1 

6. [Open] をクリックします。

7. [Load Package] をクリックします。

8. 以前のバージョンの Collaboration からのアップグレード中に、Collaboration が実行す

るポート番号を変更した場合は、[Overwrite Remote Servers] をチェックします。

9. [Finish] をクリックします。

10. インポートするかどうかを確認するポップアップ ダイアログボックスが表示されます。

[OK] をクリックします。

11. Collaboration フォルダが管理オブジェクト ディレクトリ内に表示されます。

12. その Collaboration フォルダをクリックして、次のオブジェクト ( コンテンツ ソース、

グループ、ポートレット、リモート サーバー、プロパティ、ウェブ サービス ) が存在

することを確認します。

オプションの Collaboration 機能の設定

次のオプション機能については、追加設定およびインストーラの実行後の設定が必要で
す。

パーソナル プロジェクト
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Bulk Upload ( 一括アップロード )

グループウェアの統合

ナレッジ ディレクトリへの発行

これらの機能の設定については、『Administrator Guide for BEA AquaLogic Interaction 
Collaboration』を参照してください。

Notification Service の開始

この節では、Windows および UNIX/Linux で Notification Service を開始する方法について

説明します。

Notification Service の開始 (Windows の場合 )
Windows で Notification Service を開始するには、次の手順に従います。

1. [ スタート | プログラム | 管理ツール | サービス ] をクリックします。

2. BEA ALI Notification Service を見つけてダブルクリックし、[ 開始 ] を選択します。

Notification Service の開始 (UNIX/Linux の場合 )
UNIX/Linux で Notification Service を開始するには、最初にポータル管理者としてログイ

ンし、以下のディレクトリにある起動スクリプトにアクセスする必要があります。

/opt/bea/alui/ptnotification/4.2/bin/ptnotificationserverd.sh 

スクリプトを実行するには notificationserverd.sh start を使用し、スクリプトを停止する

には notificationserver.sh stop を使用してください。

このスクリプトは、バックグラウンドで Notification Service を稼動します。必要であれば、

Linux 環境用の起動スクリプトに組み込むことができます。

notification.log ファイルでエラーがないことを確認します。このファイルは 
/opt/bea/alui/ptnotification/4.2/settings/logs ディレクトリにあります。
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Collaboration の起動

この節では、Windows および UNIX/Linux で Collaboration を起動する方法について説明し

ます。

Collaboration の起動方法 (Windows の場合 )
Windows で Collaboration を起動するには、次の手順に従います。

1. インストーラを実行した後に、Collaboration がインストールされているコンピュータ

を再起動していない場合、そのコンピュータを再起動します。

2. BEA ALI Collaboration という Windows サービスを開始します。

3. [Collaboration Diagnostics] ページにアクセスして分析することによって、Collaboration 
が正しく機能していることを確認します。

http://<your-collab-URL>:<your-collab-port>/collab/admin/diagnostic

[Collaboration Diagnostics] ページの使用方法については、『Administrator Guide for 
BEA AquaLogic Interaction Collaboration』を参照してください。

Collaboration の起動方法 (UNIX/Linux の場合 )
UNIX/Linux で Collaboration を起動するには、次の手順に従います。

1. start 引数を指定して ptcollaborationserverd.sh スクリプトを実行します。このスクリ

プトは /opt/bea/alui/ptcollab/4.2/bin ディレクトリにあります。

2. [Collaboration Diagnostics] ページにアクセスして分析することによって、Collaboration 
が正しく機能していることを確認します。

http://<your-collab-URL>:<your-collab-port>/collab/admin/diagnostic

[Collaboration Diagnostics] ページの使用方法については、『Administrator Guide for BEA 
AquaLogic Interaction Collaboration』を参照してください。

collaboration.log ファイルでエラーがないことを確認します。このファイルは 
/opt/bea/alui/ptcollab/4.2/settings/logs ディレクトリにあります。
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Collaboration ロギングの設定

AquaLogic Interaction 6.x には、Collaboration ロギングを設定するオプションが用意されて

います。このオプションには、Logging Utilities の設定、Collaboration のメッセージを表示

する ALI Logging Spy の設定が含まれます。Collaboration ロギングの設定については、

『Administrator Guide for BEA AquaLogic Interaction Collaboration』を参照してください。
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5

アップグレード

この章では、Collaboration を以前のバージョンから現行バージョンにアップグレードする

方法について説明します。この章では、アップグレード パスを示し、順番通りに実行する

以下の手順について説明します。

1. アップグレード時のインストーラの実行

2. ポータル データベースおよび Collaboration データベースのアップグレード

3. アップグレード後の手順

注意 : Oracle を 10.1.x から 10.2.x にアップグレードする場合または SQL Server を 2000 から 2005 
にアップグレードする場合は、それらのアップグレードを Collaboration をアップグレードす

る前に行う必要があります。
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アップグレード パス

以下の表に、現行バージョンの Collaboration にアップグレードするためのアップグレード 
パスを示します。

表 5-1  アップグレード パス

アップグレード パス 説明

4.1 SP2 から 4.2 この章で説明する手順を順番どおりに実行します。手順「ポータル 
データベースおよび Collaboration データベースのアップグレード」を

実行する際に、collaboration-server-4.1.2-to-4.2.0-upgrade.sql アップ

グレード スクリプトを実行します。

4.1 SP1 から 4.2 この章で説明する手順を順番どおりに実行します。手順「ポータル 
データベースおよび Collaboration データベースのアップグレード」を

実行する際に、次のスクリプトを順番どおりに実行します。

1. collaboration-server-4.1.1-to-4.1.2-upgrade.sql 

2. collaboration-server-4.1.2-to-4.2.0-upgrade.sql 

4.1 から 4.2 この章で説明する手順を順番どおりに実行します。手順「ポータル 
データベースおよび Collaboration データベースのアップグレード」を

実行する際に、次のスクリプトを順番どおりに実行します。

1. collaboration-server-4.1.1-to-4.1.2-upgrade.sql 
2. collaboration-server-4.1.2-to-4.2.0-upgrade.sql 

注意 : Collaboration 4.1 から 4.1 SP1 にアップグレードするためのアッ

プグレード スクリプトを実行する必要はありません。この

アップグレードを実行する際は、 Collaboration SP1 を 4.1 SP2 に
アップグレードするためのスクリプトを実行します。 

4.0.2 から 4.2 この章で説明する手順を順番どおりに実行します。手順「ポータル 
データベースおよび Collaboration データベースのアップグレード」を

実行する際に、次のスクリプトを順番どおりに実行します。

1. collaboration-server-4-0-2-to-4-1-0-upgrade.sql 

2. collaboration-server-4.1.1-to-4.1.2-upgrade.sql 

3. collaboration-server-4.1.2-to-4.2.0-upgrade.sql
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(Windows のみ )

3.x から 4.2

現在、Collaboration サーバー バージョン 3.x を使用している場合、最

初に Collaboration サーバー 4.0.2 にアップグレードする必要がありま

す。このアップグレード パスの詳細については、『Installation Guide for 
Plumtree Collaboration Server 4.0.2』を参照してください。

 Collaboration サーバー 4.0.2 にアップグレードしたら、4.0.2 から 4.2 へ
のアップグレード パスで説明した手順に従って Collaboration をアップ

グレードします。

2.x から 4.2 現在、Collaboration サーバー バージョン 2.x を使用している場合、最

初に Collaboration サーバー 3.x にアップグレードする必要があります。

このアップグレード パスの詳細については、『プラムツリー コラボ

レーション サーバー 3.0 インストール ガイド』を参照してください。

Collaboration サーバー 3.x にアップグレードしたら、3.x から 4.2 への

アップグレード パスで説明した手順に従って Collaboration をアップグ

レードします。

注意 : UNIX/Linux ユーザー - Collaboration 3.x は Windows 版のみリ

リースされています。3.x のインストールは、Windows マシン

上で実行する必要があります。

表 5-1  アップグレード パス

アップグレード パス 説明
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アップグレード時のインストーラの実行

アップグレード時にインストーラを実行するには、次の手順に従います。

1. ポータル データベース、Collaboration データベース、およびドキュメント リポジトリ 
サービスをバックアップします。

こうすることにより、インストール中に問題があった場合、データを回復することが
できます。詳細については、データベースの資料を参照してください。

2. BEA ALI Collaboration サービス、Notification Service、Search Service、および 
Automation Service を停止します。

3. 組み込みアプリケーション サーバーの作業ディレクトリをクリアします。デフォルト

では、このディレクトリは以下に存在します。

– (Windows) C:\bea\alui\common\container\tomcat\<version>\work

– (UNIX/Linux) /opt/bea/alui/common/container/tomcat/<version>/work

4. 古いバージョンの Collaboration ファイルをインストールしたディレクトリに、インス

トーラのファイルをコピーします。 

これにより、インストーラは前回のインストールで作成されたサイレント プロパティ 
ファイルを使用することが可能になります。サイレント プロパティ ファイルの使用に

関する詳細については、C-1 ページの「サイレント プロパティ ファイル」を参照して

ください。

5. 以前のバージョンの Collaboration をホストしているマシンで、インストーラを実行し、

次のコンポーネントを選択します。

– Collaboration

– Notification Service

インストーラの実行手順に関する詳細については、4-2 ページの「Collaboration のイン

ストール方法」を参照してください。

6. ポータルの Image Service がインストールされているマシンで、Collaboration インス

トーラを実行します。Image Service Files コンポーネントを選択します。

7. Collaboration がインストールされているマシンを再起動します。
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ポータル データベースおよび 
Collaboration データベースのアップグ

レード

この節では、ポータル データベースおよび Collaboration データベースのアップデートにつ

いて説明します。データベースのプラットフォームに応じた手順を実行してください。

注意 : ポータル データベースおよび Collaboration データベースの両方をアップグレード

する必要があります。また、両方のデータベースは同じコンピュータに共存させ
る必要があります。

Oracle データベースのアップグレード

Collaboration ファイルがデフォルトの場所にインストールされている場合、Oracle のアッ

プグレード スクリプト ファイルは、Collaboration コンピュータに格納されています。 

Oracle データベースをアップグレードするには、次の手順に従います。

1. Collaboration データベースのアップグレード スクリプトを、デフォルトのインストー

ル場所からデータベースが導入されているコンピュータの Oracle フォルダまたはその

サブディレクトリにコピーします。スクリプトは以下のパスのいずれかに格納されて
います。

– <PT_HOME>\ptcollab\4.2\sql\6.1\Oracle\OracleNT9.2 

– <PT_HOME>\ptcollab\4.2\sql\6.1\Oracle\OracleNT10 

2. 最新の Oracle パッチがインストールされていることを確認してください。

3. 実稼動環境をアップグレードする場合、ログ ファイルをアーカイブするようにデータ

ベースを設定してください。

4. 読み取りに関して一貫性を持つバックアップを得るために、データベースをシャット
ダウンする必要があります。



アップグレード

5-6 BEA AquaLogic Interaction Collaboration インストールおよびアップグレード ガイド

5. SQLPlus と、Collaboration データベース サーバーのスキーマ ユーザー ID およびパス

ワードを使用して、アップグレード パスに従ってアップグレード スクリプトを実行し

ます。これらのスクリプトは、Collaboration データベースのスキーマをアップグレー

ドします。

– collaboration-server-4.1.2-to-4.2.0-upgrade.sql 

– collaboration-server-4.1.1-to-4.1.2-upgrade.sql 

– collaboration-server-4-0-2-to-4-1-0-upgrade.sql 

注意 : 複数のアップグレードを実行する場合、5-2 ページの「アップグレード パス」

に示した順番でアップグレード スクリプトを実行します。

6. collaboration-server-portal-role-grant.sql スクリプトを実行します。

7. SQLPlus と、ポータル データベース サーバーのスキーマ ユーザー ID およびパスワー

ドを入力して、次のスクリプトを実行します。

– portal-collaboration-server-data.sql 

– portal-collaboration-server-role-grant.sql 

– portal-collaboration-server-upgrade.sql 

SQL Server データベースのアップグレード 
(Windows のみ )
Collaboration ファイルがデフォルトの場所にインストールされている場合、MS SQL 
Server 2000 のアップグレード スクリプト ファイルは、Collaboration コンピュータに格納

されています。これらのスクリプトは以下のディレクトリに格納されています。

<PT_HOME>\ptcollab\4.2\sql\6.1\MSSQLServer 

SQL Server データベースをアップグレードするには、次の手順に従います。

1. クエリ アナライザを実行します。

2. SQL サーバーに接続し、Collaboration データベースのユーザー ID およびパスワード

を入力してログインします。

3. Collaboration データベースを選択します。

4. アップグレード パスに従ってアップグレード スクリプトを開き、実行します。
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– collaboration-server-4.1.2-to-4.2.0-upgrade.sql 

– collaboration-server-4.1.1-to-4.1.2-upgrade.sql 

– collaboration-server-4-0-2-to-4-1-0-upgrade.sql 

– collaboration-server-portal-role-grant.sql 

注意 : 複数のアップグレードを実行する場合、5-2 ページの「アップグレード パス」

に示した順番でアップグレード スクリプトを実行します。

5. SQL サーバーに接続し、ポータル データベースのユーザー ID およびパスワードを入

力してログインします。

6. ポータル データベースを選択します。

7. portal-collaboration-server-role-grant.sql を開き、実行します。 

8. portal-collaboration-server-data.sql を開き、実行します。 

9. portal-collaboration-server-upgrade.sql を開き、実行します。

10. クエリ アナライザを閉じます。

アップグレード後の手順

この節では、ポータル データベースおよび Collaboration データベースをアップグレードし

た後に行う必要のある追加手順について順番に説明します。

1. 移行パッケージをインポートします。詳細については、4-21 ページの「Collaboration 
移行パッケージのインポート」を参照してください。

2. ポータル ゲートウェイの値を手動で取得するように Collaboration を設定している場合、

使用されるウェブ サービス ID を変更する必要があります。Collaboration 管理の [ ポー

タル アクセス ] ページにある、通知ゲートウェイ エントリのウェブ サービス ID に設

定する必要があります。

3. 必要に応じて、Collaboration に関する次の詳細機能を設定します。

– パーソナル プロジェクト

– Bulk Upload ( 一括アップロード )

– グループウェアの統合
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– ナレッジ ディレクトリへの発行

これらの機能の設定については、『Administrator Guide for BEA AquaLogic Interaction 
Collaboration』を参照してください。

4. ポータルを再起動します。

5. Notification Service を開始します。詳細については、4-24 ページの「Notification 
Service の開始」を参照してください。

6. Collaboration を起動します。詳細については、4-25 ページの「Collaboration の起動」

を参照してください。

7. [Collaboration Diagnostics] ページにアクセスして分析することによって、Collaboration 
が正しく機能していることを確認します。

http://<your-collab-URL>:<your-collab-port>/collab/admin/diagnostic

[Collaboration Diagnostics] ページの使用方法については、『Administrator Guide for 
BEA AquaLogic Interaction Collaboration』を参照してください。

8. 検索コレクションを再作成します。

a. ポータルの管理者として、ポータル コンピュータにログオンします。

b. [ 管理 ] をクリックします。

c. Collaboration 管理ユーティリティを選択します。

d. [Search Service] をクリックします。

e. [Rebuild Search Collection] をクリックします。

f. [OK] をクリックします。
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A

Exchange Remote API の
インストール

この付録では、Microsoft Exchange との統合に使用する Exchange Remote API のインス

トール方法について説明します。

注意 : Microsoft Exchange との統合は、Windows オペレーティング システムでのみサ

ポートされます。

Exchange Remote API インストーラは、Collaboration インストーラの実行前に実行するか、

Collaboration インストーラを実行して、ポータル データベースおよび Collaboration データ

ベースのスクリプトを実行した後に実行することができます。

既に Collaboration インストーラを実行 ([Collaboration: Advanced Features] インストーラ画面

の [No Groupware Integration] を選択 ) してグループウェアを統合しようとしている場合は、

Collaboration インストーラを再度実行する必要はありません。その場合は、グループウェアの

統合で使用する config.xml の設定を適切に変更します。config.xml でのグループウェア統合固

有の設定については、『Administrator Guide for BEA AquaLogic Interaction Collaboration』を参照

してください。
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Exchange Remote API インストーラの実行

この節では、Exchange Remote API インストーラの実行方法について説明します。

Exchange Remote API は、Collaboration ホストまたは異なるマシン上にインストールでき

ます。 

注意 : Exchange Remote API インストーラを実行する前に、Microsoft Exchange 統合への

システムの準備を行う必要があります。詳細については、4-2 ページの「Microsoft 
Exchange 統合へのシステムの準備 (Windows のみ )」を参照してください。

Exchange Remote API インストーラを実行したら、IIS の設定を確認する必要があ

ります。詳細については、B-1 ページの「IIS の設定および確認」を参照してくだ

さい。

Exchange Remote API インストーラを実行するには、次の手順に従います。

1. インストール ファイル (ALIExchangeRemoteAPI_v1-0.exe) をダブルクリックします。

2. 次のインストーラ画面を実行します。

表 A-1  Exchange Remote API インストーラ画面

インストーラ画面 説明

Introduction インストーラに関する基本情報を表示します。インストールを開始する
には、[Next] をクリックします。

License Agreement Collaboration をインストールするには、ライセンス契約書を読み、承諾

する必要があります。ライセンス契約書を読み、適切なボタンを選択し
た後に、[Next] をクリックします。

Installation Folder インストール フォルダを変更するには、[Choose] をクリックします。

[Next] をクリックします。

Select IIS Website デフォルトの IIS ウェブ サイトに導入するかどうかを選択します。

[Next] をクリックします。
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Specify IIS Website 
Information

[IIS Website Name]: IIS サーバーの URL。

注意 : Collaboration のインストーラを実行する前に、Exchange Remote 
API のインストーラを実行する場合、Collaboration をインス

トールする際に入力する値と同じ値を入力する必要があります。

[IIS Website Port]: IIS サーバーが要求を受け付けるポート。

注意 : Collaboration のウェブ アプリケーションと、グループウェアの

統合で使用する IIS の仮想ディレクトリが、異なるポート上で実

行されていることを確認する必要があります。

[IIS Website Secure Port]: IIS サーバーが保護された要求を受け付ける

ポート。

必要な情報を入力した後、[Next] をクリックします。

Pre-Installation
Summary

インストール用のインストール フォルダおよびディスク スペースの要件

を表示します。

Install Complete インストーラが終了した後、インストールを完了するために、システム
を再起動する必要があります。

表 A-1  Exchange Remote API インストーラ画面

インストーラ画面 説明
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B

IIS の設定および確認

この付録では、Exchange Remote API をサポートするように IIS を設定および確認する方法

について説明します。Exchange Remote API のインストールに関する詳細については、付

録 A「Exchange Remote API のインストール」を参照してください。

この節では以下の項目について説明します。

Windows 2003 における IIS 6.0 の設定および確認

Windows 2000 における IIS 5.0 の設定および確認

Exchange Remote API インストーラを実行する前に行うシステムの準備で実行する最初の

手順は、IIS の設定です。システムの準備に必要なすべての手順については、4-2 ページの

「Microsoft Exchange 統合へのシステムの準備 (Windows のみ )」を参照してください。

Exchange Remote API インストーラを実行したら、IIS の設定が適切であるか確認する必要

があります。
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Windows 2003 における IIS 6.0 の設定およ

び確認

この節では、IIS がポータル用に設定されていることを確認するためのインストール前後

の手順について説明します。以下の項目について説明します。

IIS の設定

IIS 設定の確認

IIS の設定

Exchange Remote API をインストールする前に、次の手順を実行します。Exchange Remote 
API をインストールするマシンの IIS を設定します。

IIS を設定するには、次の手順に従います。

1. IIS および .NET に対して最新のホットフィックスがインストールされていることを確

認します。

IIS がホスト コンピュータにインストールされていない場合、[ サーバーの役割管理 ] 
ユーティリティを使用して、役割としてアプリケーション サーバーを追加してくださ

い。これを行うことにより、IIS がインストールおよび設定され、ASP .NET を有効に

することができます。 

2. WWW サービスが自動的に開始するように設定されていることを確認します。サービ

スを設定するためには、次の手順に従います。

a. [ スタート | 管理ツール | サービス ] をクリックします。

b. [World Wide Web Publishing Service] を右クリックし、次に、[ プロパティ ] をク

リックします。

c. サービスが自動的に開始するように設定します。

3. .NET が IIS に登録されていること確認し、.asmx、.aspx、.asax アプリケーション拡張

子が IIS ウェブ サイト用に設定されていることを確認してください。登録されている

アプリケーション拡張子を確認するには、次の手順に従います。
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a. IIS マネージャーで、[Web サイト ] を右クリックし、次に、[ プロパティ ] をクリッ

クします。 

b. [ ホーム ディレクトリ ] タブをクリックします。

c. [ 構成 ] ボタンをクリックします。

d. [Mappings] タブをクリックします。

e. [ アプリケーションの拡張子 ] ボックスで、.asmx、.aspx、および .asax 拡張子がイ

ンストールされていること、および .NET 1.1 aspnet_isapi.dll ライブラリを参照して

いることを確認します。

.NET が IIS に登録されていない場合、.NET Framework のインストールにある ASP 

.NET 登録ユーティリティを使用して、登録してください。次に例を示します。

C:\WINDOWS\Microsoft.NET\Framework\v1.1.4322\aspnet_regiiis.exe -i

4. Windows 2003 では、ポータル コンポーネントは IIS 5.0 プロセス分離モードで実行さ

れます。IIS 6.0 を IIS 5.0 プロセス分離モードに設定するには、次の手順に従います。

a. IIS マネージャーで、ローカル コンピュータを展開し、[Web サイト ] を右クリック

し、次に、[ プロパティ ] をクリックします。 

b. [ サービス ] タブをクリックし、[IIS 5.0 プロセス分離モードで WWW サービスを

実行する ] チェック ボックスを選択し、次に、[OK] をクリックします。 

5. Collaboration で使用するウェブ サービス拡張に対する要求処理を設定します。ウェブ 
サービス拡張に対して権限を設定するには、次の手順に従います。

a. IIS マネージャーで、ローカル コンピュータを展開し、[Web サービス拡張 ] をク

リックします。 

b. コントロールを使用して、ASP .NET を設定し、要求処理を有効にします。

6. 匿名アクセスを有効にするために、IIS のディレクトリ セキュリティにユーザー名 - パ
スワードのペアが設定されていることを確認します。

a. IIS マネージャーで、ローカル コンピュータを展開し、[Web サイト ] を右クリック

し、次に、[ プロパティ ] を選択します。

b. [ ディレクトリ セキュリティ ] タブをクリックします。

c. [ 匿名アクセスを有効にする ] が選択されており、ユーザー名 - パスワードのペアが

有効であることを確認します。 
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注意 : インストール後、セキュリティ方針に基づいて、セキュリティ設定を変更するこ
とができます。ポータルのセキュリティについては、『Deployment Guide for BEA 
AquaLogic User Interaction』および『Administrator Guide for BEA AquaLogic 
Interaction Collaboration』を参照してください。

IIS 設定の確認

Exchange Remote API をインストールした後に、以下の手順を実行します。Exchange 
Remote API をインストールしたマシンの IIS の設定を確認します。

IIS の設定を確認するには、次の手順に従います。

1. ポータル ゲートウェイ フィルタ ( プラムツリー ゲートウェイ フィルタ ) がインストー

ルされていることを確認します。ISAPI フィルタ スタックを表示するには、次の手順

に従います。

a. IIS マネージャーで、ローカル コンピュータを展開し、[Web サイト ] を右クリック

し、次に、[ プロパティ ] をクリックします。 

b. [ISAPI フィルタ ] タブをクリックし、プラムツリー ゲートウェイ フィルタが、ス

タック内の ASP.NET フィルタの上にインストールおよび設定されていることを確

認します。必要な場合は、スタックの順番を修正します。

c. IIS を再起動します。

2. .pt 拡張子のマッピングがポータル ウェブ サイトに追加されて、正しく設定されてい

ることを確認します。拡張子のマッピングを表示するには、次の手順に従います。

a. IIS マネージャーで、[Web サイト ] フォルダを展開し、ポータルの仮想ディレクト

リを表示します。ポータルの仮想ディレクトリを右クリックし、次に、[ プロパ

ティ ] をクリックします。 

b. [ ホーム ディレクトリ ] タブをクリックします。

c. [Configuration] ボタンをクリックします。

d. [Mappings] タブをクリックします。
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e. [ 拡張子 ] ボックスで、.pt 拡張子が設定されていることを確認します。次に [ 編集 ] 
をクリックし、.pt 拡張子が、.NET 1.1 aspnet_isapi.dll を参照しており、動詞リスト

に、GET、HEAD、POST、OPTIONS、PROPFIND、PROPPATCH、MKCOL、
LOCK、UNLOCK、PUT、DELETE、COPY、および MOVE が含まれていること

を確認します。

Windows 2000 における IIS 5.0 の設定およ

び確認

この節では、IIS がポータル用に設定されていることを確認するためのインストール前お

よびインストール後の手順について説明します。以下の項目について説明します。

IIS の設定

IIS 設定の確認

IIS の設定

Exchange Remote API をインストールする前に、以下の手順を実行します。Exchange 
Remote API をインストールするマシンの IIS を設定します。

IIS を設定するには、次の手順に従います。

1. IIS および .NET に対して最新のホットフィックスがインストールされていることを確

認します。

2. .NET が IIS に登録されていること確認し、.asmx、.aspx、.asax アプリケーション拡張

子が IIS ウェブ サイト用に設定されていることを確認してください。登録されている

アプリケーション拡張子を確認するには、次の手順に従います。

a. IIS マネージャーで、[Web サイト ] フォルダを右クリックし、次に、[ プロパティ ] 
をクリックします。 

b. [ ホーム ディレクトリ ] タブをクリックします。

c. [Configuration] ボタンをクリックします。
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d. [Mappings] タブをクリックします。

e. [ アプリケーションの拡張子 ] ボックスで、.asmx、.aspx、および .asax 拡張子がイ

ンストールされていること、および .NET 1.1 ライブラリを参照していることを確認

します。

.NET が IIS に登録されていない場合、.NET Framework のインストールにある ASP 

.NET 登録ユーティリティを使用して、登録してください。次に例を示します。

C:\WINNT\Microsoft.NET\Framework\v1.1.4322\aspnet_regiiis.exe -i

IIS 設定の確認

Exchange Remote API をインストールした後に、以下の手順を実行します。Exchange 
Remote API をインストールしたマシンの IIS の設定を確認します。

IIS の設定を確認するには、次の手順に従います。

1. ポータル ゲートウェイ フィルタ ( プラムツリー ゲートウェイ フィルタ ) がインストー

ルされていることを確認します。ISAPI フィルタ スタックを表示するには、次の手順

に従います。

a. IIS マネージャーで、ローカル コンピュータを展開し、[Web サイト ] を右クリック

し、次に、[ プロパティ ] をクリックします。 

b. [ISAPI フィルタ ] タブをクリックし、プラムツリー ゲートウェイ フィルタが、ス

タック内の ASP.NET フィルタの上にインストールおよび設定されていることを確

認します。必要な場合は、スタックの順番を修正します。

c. IIS を再起動します。

2. .pt 拡張子のマッピングが、ポータル仮想ディレクトリ用に設定されていることを確認

します。拡張子のマッピングを表示するには、次の手順に従います。

a. IIS マネージャーで、[Web サイト ] フォルダを展開し、ポータルの仮想ディレクト

リを表示します。ポータルの仮想ディレクトリを右クリックし、次に、[ プロパ

ティ ] をクリックします。 

b. [ ホーム ディレクトリ ] タブをクリックします。

c. [Configuration] ボタンをクリックします。
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d. [Mappings] タブをクリックします。

e. [ アプリケーション拡張子 ] ボックスで、.pt 拡張子がインストールされていること

を確認してください。[ 編集 ...] をクリックし、.pt 拡張子が、.NET 1.1 
aspnet_isapi.dll ライブラリを参照しており、動詞リストに、GET、HEAD、POST、
OPTIONS、PROPFIND、PROPPATCH、MKCOL、LOCK、UNLOCK、PUT、
DELETE、COPY、および MOVE が含まれていることを確認します。
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C

サイレント プロパティ ファイル

Collaboration のインストール時、インストーラによって、Collaboration がインストールさ

れるディレクトリに AquaLogicInteractionCollaboration_<version>_silent.properties ファ

イルが作成されます。あるコンピュータ上でプロパティ ファイルを作成した後に、他のコ

ンピュータ上で Collaboration をインストールする際は、このファイルを再利用することが

できます。これにより、インストール プログラムを使用するたびに導入情報を再入力する

必要がなくなります。「サイレント」インストール時、インストール ダイアログで必要に

なる情報がプロパティ ファイルから読み込まれます。

サイレント インストールは、コマンドラインから以下のように実行できます。

<full_Path_To_Installer>/ALICollaboration_<version> –f

<full_Path_To_Properties_File>/AquaLogicInteractionCollaboration_<version>
.properties

例 : 

<full_Path_To_Installer>/ALICollaboration_v4-2 - f

<full_Path_To_Properties_File>/AquaLogicInteractionCollaboration_v4-2_sile
nt.properties

サイレント インストールは、同じ仕様になるように製品をマシンに配布する場合に有効で

す。
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